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１
９
６
０（
昭
和
35
）年
、札
幌
市
で
映

画
館
を
経
営
す
る
九
島
興
行
の
九
島
勝

太
郎
は
、
創
立
50
周
年
を
記
念
し
て
、
北

海
道
の
映
画
業
界
の
歴
史
を
ま
と
め
た

冊
子
を
出
版
す
る
こ
と
を
計
画
し
ま
す
。

執
筆
は
親
し
く
し
て
い
た
更
科
に
依
頼

し
、
完
成
し
た
の
が『
北
海
道
活
動
写
真

小
史
』で
し
た
。

　

更
科
と
九
島
勝
太
郎
と
の
つ
な
が
り

は
、
１
９
５
０（
昭
和
25
）年
、
更
科
が
北

海
道
立
図
書
館
の
無
給
嘱
託
で
北
海
道

関
係
の
資
料
整
理
を
し
て
い
た
こ
ろ
か

ら
。そ
こ
に
た
む
ろ
す
る
仲
間
た
ち
や

館
長
も
含
め
て「
月
に
一
度
、
１
０
０
円

を
持
っ
て
集
ま
り
、
楽
し
い
時
を
過
ご

さ
な
い
か
」と
、
文
学
関
係
者
、
美
術
家
、

音
楽
家
な
ど
が
集
ま
っ
た「
狐こ

っ

狗く

狸り

会か
い

」。

２
人
と
も
、そ
の
メ
ン
バ
ー
で
し
た
。

　
『
北
海
道
活
動
写
真
小
史
』で
更
科
は

「
私
は
所い

わ

謂ゆ
る

行
政
史
と
い
ふ
表
通
り
の

歴
史
よ
り
も
、
庶
民
の
生
き
て
い
る
裏

街
の
方
に
心
を
ひ
か
れ
て
ゐい

た
…
」と
い

い
ま
す
。執
筆
す
る
上
で
は
、明
治
・
大
正

時
代
の
資
料
が
少
な
く「
そ
の
思
い
出
を

も
っ
た
人
も
今
は
少
な
い
し
、
記
憶
と

い
ふ
も
の
ほ
ど
不
正
確
な
も
の
は
な

い
」と
し
な
が
ら
も
、
映
画
関
係
者
の
古

老
の
記
憶
と
新
聞
記
事
で
確
認
を
取
り

な
が
ら
書
き
上
げ
ま
す
。

　

１
８
９
７（
明
治
30
）年
か
ら
１
９
３
７

（
昭
和
12
）年
ま
で
の
北
海
道
映
画
界
の
歩

み
が
編
年
体
で
つ
づ
ら
れ
て
い
て
、こ
の

よ
う
な
形
で
北
海
道
の
映
画
業
界
史
が

編
ま
れ
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
10
年
後
、
九
島
興
行
が
60

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
久
島
勝
太

郎
は
、
前
回
の
冊
子
の
あ
と
が
き
で
更

科
が「
映
画
の
前
編
の
終
わ
り
、
お
あ
と

次
週
を
御
期
待
下く

だ

さ
い
」と
、
活
動
弁
士

の
口
上
で
締
め
く
く
っ
て
い
た
と
お
り
、

続
き
を
更
科
に
依
頼
し
、
出
版
す
る
計

画
を
立
て
ま
す
。

　

更
科
は
前
回
の
冊
子
を
底
本
に
し
て
、

記
述
の
不
備
や
指
摘
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
、

誤
り
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
訂
正
し
た
ほ

か
、
１
９
３
８（
昭
和
13
）年
か
ら
１
９
７

０（
昭
和
45
）年
ま
で
を
書
き
加
え
て
い
ま

す
。時
代
が
近
づ
け
ば
資
料
も
多
く
な

る
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
や
は
り

資
料
は
少
な
く
、
九
島
興
行
の
社
員
が

資
料
の
収
集
に
奔
走
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
冊
子
の
特
徴
は
、
一
般
の
人
た

ち
が
目
に
す
る
機
会
が
少
な
い
ア
イ
ヌ

文
化
の
記
録
映
画
の
こ
と
も
書
き
加
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。発
行
は
株
式
会
社

ク
シ
マ
か
ら
１
９
７
０
年
９
月
で
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
九
島
興
行
の
前
身
・
遊
楽

座
は
１
９
１
０（
明
治
43
）年
、料
亭
の
芸

妓
た
ち
が
芸
を
発
表
会
す
る
場
所
と
し

て
開
場
。義
太
夫
や
浪
花
節
、
落
語
な
ど

を
興
行
し
て
い
た
の
で
す
が
、
開
館
後

す
ぐ
に
映
画
の
上
映
を
始
め
、
常
設
館

と
な
っ
た
の
は
１
９
１
５（
大
正
４
）年
か

ら
と
の
こ
と
で
す
。

『北海道活動写真小史』と『北海道映画史』

●更科源藏資料紹介

第
107
回

原

野

紀

行

更科源藏（さらしなげんぞう）
●1904（明治37）年、弟子屈
町熊牛原野（南弟子屈）に生
まれ、1985（昭和60）年に81
歳で逝去。東京麻布獣医学
校を中退した後、尾崎喜八、
高村光太郎に師事し、詩作
を中心に郷土史、アイヌ文
化研究など主に文学活動
を続けた。
▶�弟子屈町で所蔵している
さまざまな資料を紹介す
る。

著書の検印などに使っ
ていた自作のエゾシカ
印

『北海道映画史』1970年９月刊

新 刊 案 内
「
向
か
い
風
で
飛
べ
！
」

乾　
　

ル
カ
／
著

「
古
本
屋
ツ
ア
ー
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
」

小
山　

力
也
／
著

「
干え

支と

で
見
る
性
格
判
断
」

杉
原　
　

理
／
著

「
本
当
に
あ
っ
た
奇
跡
の
サ
バ
イ
バ
ル
60
」

タ
イ
ム
ズ
／
編

「
経
理
の
教
科
書
１
年
生
」

宇
田
川
敏
正
／
著

「
腸
ス
ッ
キ
リ
菌
活
レ
シ
ピ
」

藤
田
紘
一
郎
／
著

「�

女
の
子
マ
マ
の
た
め
の
か
わ
い
い
！
通
園
＆

通
学
グ
ッ
ズ
」

赤
峰　

清
香
／
著

「
か
わ
い
い
折
り
紙
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
」

山
口　
　

真
／
著

「
武
器
よ
り
一
冊
の
本
を
く
だ
さ
い
」

ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ナ
・
マ
ッ
ツ
ァ
／
著

「�

い
の
ち
の
い
た
だ
く　

み
い
ち
ゃ
ん
が
お
肉

に
な
る
日
」デ

イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
／
絵

た
く
さ
ん
の
新
刊
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

宮部みゆきの代表作
『誰か』『名もなき毒』に
続く、杉村三郎シリー
ズ待望の第３弾。
事件の真の動機の裏側
には、日本という国、そ
して人間の本質に潜む
闇が隠されていた！
息もつけない緊張感
の中、物語は二転三
転、そして驚愕（きょう
がく）のラストへ！

お
す
す
め
の
新
刊

宮部　みゆき／著

☆�

特
集
展
示『
て
し
か
が
っ
子
に
読

ま
れ
た
本
２
０
１
３
』

　

平
成
25
年
度
の
弟
子
屈
町
児
童
生
徒
読
書

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
結
果
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。（
12
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

読
書
感
想
文
の
題
材
と
な
っ
た
作
品
を
、

特
集
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼�

期
間
／
３
月
１
日
㈯
～
３
月
30
日
㈰

▼
場
所
／
図
書
館
内
展
示
コ
ー
ナ
ー

☆�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
の
活
用
を

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
予
約
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
に
は
、申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
用
意
し
て
い
た
だ
く
も
の


弟
子
屈
町
図
書
館
利
用
者
カ
ー
ド


本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
免
許
証
な
ど
）


個
人
専
用
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

▼�

今
月
の
休
館
日
／
３
日
㈪
・
10
日
㈪
・
17
日

㈪
・
21
日
㈮（
春
分
の
日
）・
24
日
㈪
・
31
日

㈪
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今
年
度
最
後

は
、Ｅ
Ｍ
Ｃ
の
運

営
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。

　

主
体
は「
屈

斜
路
カ
ル
デ
ラ

自
然
ふ
れ
あ
い

推
進
協
議
会
」

と
い
う
任
意
団

体
で
す
。德
永
町
長
を
会
長
と
し
、町
、

阿
寒
国
立
公
園
川
湯
地
域
運
営
協
会
、

摩
周
湖
観
光
協
会
と
い
っ
た
地
元
関

係
機
関
と
北
海
道
釧
路
総
合
振
興
局
、

釧
路
自
然
環
境
事
務
所
な
ど
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
、

環
境
省
川
湯

自
然
保
護
官

の
も
と
で
、

一
般
財
団
法

人
自
然
公
園

財
団
川
湯
支

部
が
事
務
局

～川湯の森から～

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、Ｅ
Ｍ
Ｃ
の
ス
タ
ッ
フ
は
、同

支
部
の
職
員
と
、
町
か
ら
業
務
委
託

を
受
け
た
㈱
ツ
ー
リ
ズ
ム
て
し
か
が

が
務
め
て
い
ま
す
。自
然
公
園
財
団

は
、国
立
・
国
定
公
園
施
設
の
維
持
・
環

境
保
全
管
理
、
情
報
提
供
や
普
及
啓

発
、
調
査
研
究
な
ど
を
行
っ
て
い
る

全
国
組
織
の
団
体
で
、
町
内
で
は
美

化
清
掃
、
摩
周
湖
や
硫
黄
山
の
駐
車

場
管
理
、
砂
湯
や
和
琴
半
島
の
キ
ャ

ン
プ
場
管
理
と
い
っ
た
業
務
に
携
わ

っ
て
い
ま
す
。ツ
ー
リ
ズ
ム
て
し
か

が
は
町
民
の
皆
さ
ん
が
つ
く
り
上
げ

た
旅
行
会
社
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
得
意
。そ
れ
ぞ
れ
の

特
長
を
生
か
し『
人
と
自
然
の
つ
な
が

り
』を
大
切
に
し
た
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

来
年
度
も
こ
の
枠
か
ら
、
12
月
に

指
定
80
周
年
を
迎
え
る
阿
寒
国
立
公

園
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
！

人と自然のつながりを大切に

「自然」をテーマとしたイベントの
会場として協力させていただくことも

自然保護に大活躍
パークボランティア
　川湯ＥＭＣを活動拠点として

いるのが、摩周・屈斜路パークボラ

ンティアの皆さんです。

　ＥＭＣ主催の「自然ふれあい行事」

や、小・中学生を対象とした「もりの

パレット探検隊！」での解説や安全

管理、登山道・探勝路の整備や動植

物保護活動など、多岐にわたって

大活躍！町内の全小・中学生、高校

生が行う外来植物駆除活動の際

は、事前レクチャーの講師を務め

てもらいます。

　阿寒国立公園の自然を守るた

めに欠かせない、強力な助っ人な

のです。
登
山
道
の
整
備
な
ど
も
行
い
ま
す

『北海道活動写真小史』1960年９月刊


